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３月１２日（土）、本校協創ホールで中学校の卒業式が

行われました。高校同様、男女共学の一期生として５１名
の生徒が卒業しましたが、中高６か年一貫生として記念す
べき初めての卒業式でもありました。 
答辞を述べた小林さんは「この２年間、新型コロナ感染

症の影響で楽しみにしていた研修旅行の延期・中止をはじ
め、思ったような中学校生活を送れなかったのは残念でし
た。しかし、友達と過ごしたさまざまな場面は一生の宝で
す」と述べていました。 
４３名が一貫生としてそのまま協創高校に進学します。 

８名の生徒は他校に進学します。中学校生活で成しえなか
ったことなどを高校に進んでからのエネルギーに変え、悔
いのない高校生活を送って欲しいと心から願っています。 
 

 

 

３月１９日（土）、３学期終業式で次のようなこ

とを全校生徒に向けて話しました。「この１年間、

毎朝校門付近に立って、みなさんと挨拶を交わす

ことができました。私は『よしよし、いつも通り

登校してきたねえ。その調子だよ、今日も頑張ろ

うねえ』という想いで声を掛けていますが、みな

さんからの挨拶も日増しに気持ちのいい挨拶に

なっていくのを感じています。もちろん校内での

挨拶もそうです。先日のことですが、本校に来ら

れたお客様から『生徒のみなさんの挨拶は素晴ら

しいですね』とお褒めの言葉をいただきました。

社交辞令ではなく、と前置きしての言葉でした。

とても嬉しいことですね。今年度は多くのお客様

にお褒めの言葉をいただくことが多かったです。

挨拶は自分たちにとって意味のあることです。素

敵な習慣は是非とも続けていきましょう」と。 

さて、前後して３月１６日（水）、第１０回教員

研修会が行われました。内容は「コミュニケーシ

ョンについて」でした。これまでの教員生活を振

り返ると、こうした内容の研修は数えるほどだっ

たということもあり、始まる前はいささか心配が

なかった訳でもありませんでした。が、終わって

みると気持ちが充実した納得の９０分間となり

ました。講師の方の話術や展開の巧みさもあった

ことに加え、もやもやしていたことが肚に落ちた

ということなのでしょう。大袈裟に言えば、爽快

な気持ちになれた研修でもありました。 

研修冒頭、「信頼できない人に、積極的に話した

いと思いますか？」ということを突き付けられま

した。いきなり確信に触れられたような意外なス

タートに驚きを隠せませんでしたが、徐々にその

衝撃が消されていきました。具体例が示されてい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きました。いつも機嫌が悪い人、しかめっ面をし

ている人、否定ばかりする人、口が軽い人…には

話しかけたいと思いませんよね、と。納得です。

他者から見て、自分はそうなっていないだろうか

と思わずわが身を振り返ってみました。 

 “信頼している人、話を聴いてくれる人には話

したいと思う。信頼している人の言葉は素直に受

け取ることができる”といいうことが根本にあっ

てコミュニケーションが成り立っていくという

ことが見えてきます。そして、その“信頼関係”

を築いていくことが、まずは大切であることを伝

えられました。人間関係の構築に大事なことは３

つ。１つは、「挨拶、マナー、感謝」という基本が

崩れると破綻が生じはじめる。当たり前のことを

徹底すること。２つ目は、聴く態度、傾聴のスキ

ルはすべての人に必要なスキルである。３つ目は、

相手の価値を知り、自分と相手の違いを把握し、

相手を深く理解すること。といったこれらの日常

の小さなコミュニケーションの積み重ねが意味

あることだと学びました。だからこそ、「何気ない

対応、何気ない一言、何気ない返答」が将来のコ

ミュニケーションと人間関係構築に影響を及ぼ

すということも。 

集団や組織にとって円滑なコミュニケーショ

ンは重要です。その基本は、信頼関係に満ちた人

間関係が基本なのだということを改めて確認で

きた研修でした。終業式で「挨拶は自分たちにと

って意味あること」と生徒に話したのは、このこ

とにも繋がっていました。対面時、挨拶を先にす

ることを心がけ、挨拶をされたら必ず返すこと。

人間関係を作る上では当たり前のこと、コミュニ

ケーションの一歩なのです。 

羅針盤 校長 白岩博明 

“コミュニケーション”の基本とは？ 


